
特別区広報資料

平成22年5月18日

特　別　区　長　会

用途地域等の都市計画決定権限の移譲に関する緊急要望について

政府の地域主権戦略会議において三大都市圏等における用途地域その他の都

市計画決定権限を市町村に移譲することが検討されています。

特別区長会は、内閣府特命担当大臣（地域主権推進）に対し特別区も例外とす

ることなく権限移譲を行うことを求め、「用途地域等の都市計画決定権限の移譲

に関する緊急要望」を行いましたのでお知らせします。

なお、今後引き続き国土交通大臣に対しても要請を行う予定です。

記

1　日　時

2　応対者

3　要望者

平成22年5月18日（火）午前9時45分～10時00分
逢坂首相補佐官（地域主権担当）

多田江戸川区長（特別区長会会長）

西川　荒川区長

育木月黒区長
山崎墨田区長

4　要望の内容

別紙「用途地域等の都市計画決定権限の移譲について」のとおり

5　その他

写真等が必要でしたら、下記問い合わせ先へご連絡ください。

0．特別区長会

会長　多田　正見（江戸川区長）

東京23区の区長で構成する任意団体です。特別区に共通する課題についての連絡

調整及び調査研究、特別区の自治の発展を図るために必要な施策の立案及び推進など

の活動を行っています。

事務局：特別区長会事務局

（住所）千代田区飯田橋3－5－1　東京区政会館19階

（問い合わせ先）　　　＼＿

特別区長会事務局　調査第1課長　北澤　尚文

電話　03－5210－9737
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平成22年5月18日

特別区長会会長

多　田　正　見

内閣府特命担当大臣（地域主権推進）

原　口　一　博　様

用途地域等の都市計画決定権限の移譲について

政府においては、地域のことは地域に住む住民が責任を持って決

めることのできる活気に満ちた地域社会をつくるべく、地域主権戦

略会議を中心に、基礎自治体へ‾の権限移譲をはじめとする地域主権

改革を進めています。

この取組みの中で、先般、国土交通省から、三大都市圏等におけ

る用途地域その他の都市計画決定権限を市町村に移譲する旨の回答

が内閣府に寄せられたところであり、時宜に叶った対応と評価して

おります。

しかしながら、その際、現状において東京が一体的な都市として

用途地域等の指定がなされていることから、市と同様に特別区に権

限を移譲することについて懸念が表明されているとのことであり、

特別区として見過ごすことはできません。

用途地域は、合理的土地利用を図る最も基本的な制度であり、土

地利用の実情を踏まえて、都市贋造や都市機能の骨格に即して定め

る地域に密着した制度であります。

都市としての一体性を確保することは、もとより必要なことであ

ります。このことは、国土形成計画をはじめ・とし、都市計画区域の

整備、開発及び保全の方針といった、自治体の区域を超えた広域計

画により十分確保されており、これらの上位計画に基づいて定めら

れる用途地域の指定権限を特別区に移譲しても、都市の一体性を損

なうことにはつながりません。

また、具体の都市計画決定においては、知事及び関係自治体との
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協議が行われることで、広域的観点及び都道府県決定計画との整合

は確保され、東京の都市づくりにマイナスの影響を与えるものでは

ありません。

さらもこ、都市景観に関する制度についても、国土形成計画等との
調和や、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針への適合のもと、

景観行政団体によって景観計画が定められることになっており、用

途地域の権限移譲が弊害要因となることはありません。

本来、用途地域の指定権限は市に帰属すべきものであり、特別区

も例外となるものではありません。

地域寧着の自治体である特別区に決定権限があるほうが、臨機に
円滑な指定が可能となるものです。調整を要するものについては、

特別区に権限を移譲した上で、知事との協議により解決すべきもの

であります。

ついては、今回の用途地域をはじめとする都市計画決定権限の移

譲を、地方自治の本旨に基づくものとして歓迎し、その実現を図ら

れるよう強く要請するものです。
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平成・22年5月＿12日

都　市　整　備　局

本日、東京都知事名により、内閣府特命担当大臣（地域主権推進）に対して、「用

途地域等の都市計画決定権限の区市町村移譲に関する東急要求」を別紙のとおり行い

ましたので、お知らせします。．

【要求要旨】

現在、政府の地域主権戦略会議において、「地域主権戦略大綱」の策定に向けた検

討が進められているが、首都東京の都市機能等を維持・向上し、住民生活の利便性

の向上等を図るため、・東京における用途地域等の決定権限は、引き続き都が担える

よう、適切な対応を図ること。

【経緯等】

○り22年3月31日：地域主権戦略会議（第3回）開催＜内閣府＞

・現在、広域的見地から決定すべきこととして、都府県が持っている、三大都市

圏の用途地域等の決定権限を区市町村へ移譲する方向が示される。

OH22年4月23日：東京都知事が定例記者会見で森吉

・用途地域の決定権限を区市町村に移譲する動きは、首都東京にとって極めて大

きな問題。区や市が、それぞれの判断で権限を行使することになると、東京は

バラバラな都市になってしまう。

・単に機械的に権限移譲を進めるだけでなく、地方の潜在能力を十分に発揮でき

るよう、地方の実情を踏まえた仕組みを構築することも必要。

・今後、関東地方知事会なども活用して、国に対して強く申し入れを行う。

OH22年6月：地方主権戦略大綱（衰）とりまとめ予定＜内閣府＞

問い合わせ先

都市整備局 都市づくり政声部 土地利用計画課長　 上野　 雄一

内線　 30⊥260　　 直通　 0 3－53 88 －3260
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要三主旨胃

平成22年5月1－■2日
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内閣府への要請事項

用途地域等の都市計画決定権限の区市町村移譲に関する緊急要求

0．首都東京の都市機能等を維持■向上し、住民生活の利便性の向上
■■等を図るため、東京における用途地域等の決定権限時、引き続き・都

が担えるよう、適切な対応を図ること。



現在、政府の地域主権戟略会議においては、地域のことば地域に住む住民

が決める．＿「地域主権」の観点から、『地域主権戦略大綱』の策定に向けた検

討が進められており、その中で、三大都市圏における用途地域等の決定など

の事務権限を厚市町村へ移譲することが挙げられている。

市街地鱒土地利用を定め、都市のあり方を方向付け卑用途地域の決定権限

を見直すことは、日本の心臓部・頭脳部め役割を担・ってきた東京において二

都市としての一体的な機鹿を発接させる都市づくりの継続を極めて困難な

ものにし、また、首都にふさわしい風格ある景観形成などにも重大な影響壷
与えるものやある。

一　地域に身近なまちづくりの権限は、壇に相当、区市町村に移譲されている。

その上で、広域の見地から融が決定すべき都市計画権限までも移譲するとな

れば、歴史的にも娩する市街地において・、都ホ今日まで取。組んできた、

用途坤域を活用した一体的な都市づくりが不可能となる。その結果、政治、

経済、文化など、あらゆる面で高次の機能が集積．している東京はもとより、

首都国全体の活力が低下し、ひいては日本全体の国際競争力の失墜を招くこ
とになりかねない。

．‾都としては、首都東京の都市機能等を維持・向上し、住民生活め利便性の

向上等を図る＿ため、東京に科ナる用途地域等の決定権限は、引き続き邸が担
うべきと考えている。

そもそも、このような地方由役割分由の見直しに係る軍要事項は、予め国

と地方の協議の場を設直し、当該地方に相談しながら進めるべきである。し

かし、．協議の場はおろか、地方への説明や相談も無く検‾討が進められている

状況では、各地方の実態や実情を十分踏まえたものとは舌えず、一方的に決

めてしまうことは、大きな混乱、停滞を招きかねず、大変遺憾である。

■国におい七は、r日本の経済活力の源泉やあり、．国家的な成長戦略のエンジ

ンでもある、東京の実情を踏まえた、適切な対応をとるよう、強く・求める。・

平成22年5月．12日

内閣府特命担当大臣（地域主権推進）
原　自　t　博　様

東一京　都　知　事

石　原　慎　太■郎
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